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○2023

年
度
中
の
入
退
会
の
世
帯
数

入
会　

10(

11)

、
退
会　

11(

15)

現
時
点
の
会
員
数　

578(

〃)

世
帯
、

特
別
会
員
数　

８(

〃)

世
帯
で
す
。

○
訃
報　

７(

10)

名
の
方
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す

○
敬
老
の
お
祝
い

　

敬
老
の
日
に
46
（
25
）
名
に
敬
老
祝

金
を
贈
呈
、
最
高
年
齢
は
103
歳
で
す
。

○
ご
み　

ご
み
ボ
ッ
ク
ス
を
新
た
に
０

(

３)

箇
所
、
ご
み
ネ
ッ
ト
を
４(

１)
枚
支
給
・
支
援
し
ま
し
た

○
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー　

２(

７)

戸
に

新
規
設
置
支
援
し
ま
し
た

○
町
内
防
災
・
防
犯
・
美
化
パ
ト
ロ
ー

ル
（
６
月
と
11
月
）、
防
災
・
安
否
確

認
訓
練
（
９
月
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
道
路
の
修
繕

　
舗
装
道
路
を
１
箇
所

（
６
組
）
修
繕
し
ま
し
た
。（
安
江
）

　

令
和
５
年
度
の
町
内
会
お
よ
び
自
治

会
活
動
が
３
月
で
無
事
終
了
。
１
年
間

ご
協
力
頂
い
た
組
長
、
代
議
員
の
皆
様
、

ま
た
２
年
間
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
町

内
役
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
新
体
制
の
も
と
新
し
い

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
組
長
、

代
議
員
そ
し
て
町
内
役
員
の
皆
様
、
そ

の
他
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
民
生
委
員
、

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
体
育
振
興
会
な
ど
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
も
一
緒
に

力
を
合
わ
せ
て
、
ず
っ
と
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
、
マ
チ
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に

移
行
さ
れ
、
そ
の
中
で
の
１
年
間
の
町

内
会
活
動
概
要
を
報
告
し
ま
す
。【2024

年
２
月
末
時
点
、
（
）
は
前
年
度
値
】

き
に
て
選
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

代
議
員
さ
ん
に
は
、
総
代
会
へ
の
出

席
と
い
う
大
き
な
役
目
の
ほ
か
、
町
内

会
役
員
と
同
じ
立
場
で
積
極
的
に
自
治

会
や
町
内
会
活
動
（
事
業
）
へ
の
参
加

と
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
事
も
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
年
度
も
防
災
関
連
の
学
習
を
継
続

し
ま
す
。
月
次
の
防
災
対
応
検
討
会
で

は
、
能
登
半
島
地
震
で
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
皆
で
防
災
意
識
を
高
め
て
防
災
と

減
災
対
策
へ
注
力
し
ま
す
。

な
お
こ
の
４
月
か
ら
恒
例
と
な
っ
た
朝

の
ラ
ジ
オ
体
操
を
再
開
し
ま
す
の
で
参

加
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

「
明
る
く
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

を
基
本
目
標
に
活
動
を
推
進
い
た
し
ま

す
。
会
員
皆
様
の
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　

（
山
﨑
）

○
い
よ
い
よ
新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

○
昨
年
度
の
組
長
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
新
組
長

さ
ん
、
早
速
の
会
費
の
集
金
な
ど
で
戸

惑
い
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
度
も
引
き
続
き
組
長
さ
ん
の
担

当
制
を
活
用
し
て
防
犯
、
防
災
、
美
化

な
ど
の
身
近
な
問
題
に
取
り
組
み
、
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て

頂
く
こ
と
で
こ
の
地
域
を
よ
り
安
全
で

安
心
で
き
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
今
年
度
は
、
役
員
に
若
干
の
変
動
が

あ
り
ま
し
た
。
ご
退
任
３
名
、
新
規
の

方
が
１
名
で
差
し
引
き
20
名
体
制
で
ス

タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
長
く
役
員
と

し
て
活
動
し
て
頂
き
ま
し
た
方
々
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
規
の
方
に
は
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
当
町
内
会
役
員
は
現
役
で
お
勤

め
の
方
が
多
い
で
す
が
よ
り
一
層
協
力

し
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
今
後
も
会
員
の
皆
様
方
の
声
に
耳
を

傾
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
「
地
域
の
安
全
・
安
心
は
、
皆
で
支

え
ま
し
ょ
う
！
そ
れ
が
一
番
コ
ス
パ
が

良
い
で
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
前
原
）

　
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
本
格
的
な
春
を

迎
え
、
新
た
な
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
月
に
発
生
し
た
能
登
地
震
で
被
災

さ
れ
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
対
し
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
の
組
長
の
皆
様
方
に
は
、
１

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
組
長
の
皆
様
、
４
月
か
ら
１
年
間
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り
、

役
員
の
高
齢
化
、
な
り
手
不
足
等
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
部
の
役

員
の
変
更
や
役
員
の
兼
務
等
を
実
施
し
、

新
た
な
役
員
体
制
で
令
和
６
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
６
年
度
の
第
三
町
内
会
事
業
計
画
は

大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
防
犯

・
防
災
、
環
境
・
美
化
活
動
な
ど
の
事

業
を
中
心
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
美
化
活
動
と

し
て
年
３
回
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

子
ど
も
会
と
連
携
し
た
駅
前
花
壇
の
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
能
登
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
地
震
対
策
へ

の
検
討
、
強
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
第
三
町
内
会
で
は
月
１
回
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
町
内
役
員
、
組
長

さ
ん
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
長

さ
ん
の
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
安
心
、
安
全
な
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

新
し
い
組
長
さ
ん
並
び
に
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
・
５
月
の
町
内
の
主
な
行
事
予
定

４
月
13
日

　
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

５
月
11
日

　
町
内
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
亀
井
）

●
２
月
定
例
役
員
会
（
２
月
３
日
）

議　

題

　

出
席
対
象
者　

自
治
会
長
、
代
表
副

会
長
、
町
内
会
長
、
部
会
長

①
自
治
会
長
の
挨
拶

・
民
生
委
員
推
薦
基
準
の
改
正
案
に
つ

い
て

・
香
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
立

ち
上
げ
に
つ
い
て

・
子
ど
も
会
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

②
賀
詞
交
歓
会
の
実
施
報
告

・
参
加
者
51
名
（
招
待
者
32
名
）

・
参
加
者
同
士
の
交
流
が
活
発
に
行
わ

れ
、
当
初
の
目
的
は
果
た
せ
た

③
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
長
会
議
に
つ

い
て

・
日
程　

２
月
20
日　

14
時
～

・
会
場　

香
川
自
治
会
館

④
復
興
事
前
準
備
に
関
す
る
意
見
交
換

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

　

令
和
５
年
度
の
活
動
を
３
月
で
終
え

て
、
令
和
６
年
度
を
迎
え
た
第
二
町
内

会
は
新
組
長
さ
ん
と
新
役
員
さ
ん
で
新

し
い
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
組
長
さ
ん
と
新
役
員
さ
ん
、
引
き

続
き
役
員
を
受
け
て
下
さ
る
役
員
さ
ん

に
は
、
町
内
活
動
に
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
前
年
度
の
組
長
さ
ん
に

は
１
年
間
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
２
年

間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
の
中

で
何
期
に
も
亘
っ
て
役
員
を
さ
れ
て
退

任
さ
れ
た
方
に
は
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
度
で
退
任
の
長
期
役
員
経
歴
者

（
10
年
以
上
の
元
役
員
の
方
々
）

Ｄ
地
区
会
計　

高
橋
功
様
（
延
べ
20
年
）

Ａ
地
区
会
計　

白
石
英
剛
様
（
同
14
年
）

防
災
部
会
長　

榎
本
行
雄
様
（
同
10
年
）

　

２
月
に
開
催
し
た
香
川
自
治
会
館
で

の
新
組
長
会
で
の
資
料
配
布
時
に
、
新

代
議
員
さ
ん
を
昨
年
同
様
に
、
く
じ
引

会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
連
絡
事
項　
（
全
町
内
会
、
全
部
会
）

⑥
そ
の
他

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂
の
特
任
団
体

へ
の
申
請
に
つ
い
て

・
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
啓
発
運
動

・
歌
体
操
「
ね
ぼ
し
」
の
自
治
会
館
で

の
実
施
に
つ
い
て

・
香
川
公
民
館
ま
つ
り
に
つ
い
て

・
み
ん
な
の
防
災
展
に
つ
い
て

　

会
場
市
役
所
分
庁
舎
６
階

　

２
月
17
日
13
時
～
16
時　
　
　

他

要
望
書
を
提
出

相
模
線
複
線
化

　

相
模
線
複
線
化
等
促
進
期
成
同
盟
会

で
は
、
神
奈
川
県
や
沿
線
４
市
１
町
、

沿
線
の
経
済
団
体
と
連
携
し
、
相
模
線

の
複
線
化
の
実
現
に
向
け
た
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

１ 

提
出
日 

 

令
和
６
年
１
月
23
日
（
火
）

２ 

提
出
先 

 

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社 

執
行
役

員
横
浜
支
社
長 

宮
田 

久
嗣 

氏

３ 

要
望
者 

 

相
模
線
複
線
化
等
促
進
期
成
同
盟
会 

会
長 

相
模
原
市
長 

本
村 

賢
太
郎

４ 

参
加
者 

・
相
模
原
市
長 

本
村 

賢
太
郎

・
海
老
名
市
長 

内
野 

優

・
茅
ヶ
崎
市
副
市
長 

塩
崎 

威

・
寒
川
町
長 

木
村 

俊
雄

・
座
間
市
副
市
長 

三
浦 

康

・
神
奈
川
県 

県
土
整
備
局
長 

佐
藤 

亮
一

要
望
事
項

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え

た
整
備
や
各
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
が

着
実
に
進
展
す
る
中
、
相
模
線
の
輸
送

力
増
強
や
速
達
性
向
上
等
、
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
が
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

信
号
保
安
設
備
の
改
修
や
行
違
い
施
設

の
整
備
、
部
分
複
線
化
等
の
段
階
的
整

備
を
図
り
、
沿
線
住
民
の
切
な
る
願
い

で
あ
る
、
相
模
線
全
線
複
線
化
の
早
期

実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
。

宮
田
横
浜
支
社
長
の
発
言
概
要 

　

「
相
模
線
の
複
線
化
は
、
今
後
の
沿

線
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
や
交
通
機

関
の
変
化
、
ま
た
お
客
さ
ま
の
ご
利
用

動
向
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
長
期

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
と
も
関
係
自
治
体
と
協
力

を
図
り
な
が
ら
、
相
模
線
の
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。」


